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１．これまでの評価
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p.1



これまでの評価 p.2

１．礫河原のさらなる再生

◆フラッシュ放流では、砂州の掃流による植物流亡、礫河原の更新が確認された。

◆フシに着目した引込掘削により、旧流路以外でも効率的な分岐流路の形成が可能。

分岐流路形成により、出水時等の流路変動による礫河原更新・再生が期待できる。

◆引込掘削により発生した砂礫の置砂により、その下流側で砂州の発達と対岸の樹木流亡が発生。

置砂でも、流路変動促進、樹木流亡に伴う礫河原再生が期待できる。

◆流木の天地返し及び立木の二段階断幹により、再樹林化の抑制が可能。持続的な礫河原の維持・再生が期待できる。

２．礫河原に依存する生物への効果

◆魚類及び底生動物：水深・流速等が異なる主流路と副流路の形成により、物理環境に応じた種が生息するようにな

り、多様性向上に寄与すると考えられる。

◆チドリ類：H28年度とH29年度の比較により、礫河原の増加がチドリ類の個体数増加に寄与していると考えられる。

広く連続した礫河原があると、そこを主な生息場・繁殖場として利用する可能性がある。
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２．礫河原再生の目標について

帯広開発建設部

国土交通省
北海道開発局

p.3



0

100

200

300

400

面
積
（
h
a
）

0

100

200

300

400

面
積
（
h
a
）

0

100

200

300

400

面
積
（
h
a
）

0

100

200

300

400

面
積
（
h
a
）

若い樹木が多
く樹齢の増加
に伴って減少

p.4

Ｈ７年の推定樹齢平面図

Ｈ１２年の推定樹齢平面図

樹齢分布の変遷（1/2）下流区間 H7～17年

Ｈ７年の樹齢分布※2

広い礫河原があり、若
い樹木が比較的多い

Ｈ１２年の樹齢分布※2

Ｈ１７年の樹齢分布※2

広い礫河原があり、望
ましい樹齢分布に近い

Ｈ１７年の推定樹齢平面図

※1：第二大川橋観測所における観測流量。／※2：下流区間の「礫河原再生管理幅」内の集計結果

ピーク流量約784m3/s(H13),約686m3/s(H14),約689m3/s(H15)※1等の出水発生

礫河原再生の管理幅 望ましい樹齢分布イメージ

広い礫河原があり、若
い樹木が多く母樹林も
存在

◆戸蔦別川合流点下流区間は、Ｈ１７年まで河道内の樹林は少なく、広い礫河原が見られ、望ましい樹齢分布に近い

状況だった。

5齢未満の若い樹木が
比較的多い

ピーク流量約581m3/s(H9),約745m3/s(H10),約496m3/s(H11)※1等の出水発生

樹齢凡例 ～5年 5～10年 10～15年 15～20年 20～25年 25～年

200m

200m

200m

礫河原＋水域



0

100

200

300

400

面
積
（
h
a）

p.5

Ｈ２２年の推定樹齢平面図

Ｈ２７年７月の推定樹齢平面図

樹齢分布の変遷（2/2）下流区間 H22～30年

Ｈ３０年９月の推定樹齢平面図

礫河原再生の管理幅

◆Ｈ１８～Ｈ２２年の期間に大きな出水が発生せず、樹林が増加して礫河原が減少した。

◆しかし、Ｈ２４年以降の礫河原再生の取り組みや出水により、Ｈ３０年は望ましい樹齢分布に近づきつつある。

※1：第二大川橋観測所における観測流量。／※2：下流区間の「礫河原再生管理幅」内の集計結果

樹齢凡例 ～5年 5～10年 10～15年 15～20年 20～25年 25～年

Ｈ２８年１０月の推定樹齢平面図

大きな出水は発生せず

既往最大規模(H28)の出水発生

ピーク流量約709m3/s(H23),約573m3/s(H24),約759m3/s(H26)※1等の出水発生

H30年6月中規模フラッシュ放流実施
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p.6

礫河原＋水域

樹齢分布の変遷（1/2）上流区間 H7～17年

広い礫河原があり、若
い樹木が比較的多い
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が、礫河原がやや狭い

※1：上札内橋観測所における観測流量。／※2：上流区間の「礫河原再生管理幅」内の集計結果

ピーク流量約254m3/s(H13),約155m3/s(H14),約278m3/s(H15)※1等の出水発生

ピーク流量約234m3/s(H9),約224m3/s(H10),約196m3/s(H11)※1等の出水発生

◆戸蔦別川合流点上流区間は、Ｈ７～Ｈ１７年の期間に礫河原は増減しているが、Ｈ１７年は望ましい樹齢分布に近い

状況だった。

Ｈ７年の推定樹齢平面図

Ｈ１２年の推定樹齢平面図

Ｈ１７年の推定樹齢平面図
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Ｈ７年の樹齢分布※2

Ｈ１２年の樹齢分布※2

Ｈ１７年の樹齢分布※2

望ましい樹齢分布イメージ

樹齢凡例 ～5年 5～10年 10～15年 15～20年 20～25年 25～年
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Ｈ２２年の推定樹齢平面図

Ｈ２７年７月の推定樹齢平面図

樹齢分布の変遷（2/2）上流区間 H22～30年

Ｈ３０年９月の推定樹齢平面図

礫河原再生の管理幅

※1：上札内橋観測所における観測流量。／※2：上流区間の「礫河原再生管理幅」内の集計結果

大きな出水は発生せず

既往最大規模(H28)の出水発生

ピーク流量約343m3/s(H23),約291m3/s(H26)※1等の出水発生

◆Ｈ１８～Ｈ２２年の期間に大きな出水が発生せず、樹林が大幅に増加して礫河原は急速に減少した。

◆しかし、Ｈ２４年以降の礫河原再生の取り組みや出水により、礫河原は徐々に増加し、Ｈ３０年は望ましい樹齢分布

に近づきつつある。
樹齢凡例 ～5年 5～10年 10～15年 15～20年 20～25年 25～年

Ｈ２８年１０月の推定樹齢平面図
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p.8礫河原再生の当面の実施目標 望ましいシフティングモザイクの形成

図-1 自然再生事業実施後の環境の変化に
対応したモニタリング調査の進め方※

図-2 目標河道のイメージ※『川の環境目標を考える-川の健康診断』
河川環境目標検討委員会(編集)，中村太士，辻本哲郎，天野邦彦(監修)，
技報堂出版，2008.7に加筆・一部改変して引用

目標とする河川環境の量及び質

許容される可逆的な変動幅

施工 管理または対策の修正

河
川
環
境
の
量
お
よ
び
質

現況 経過
観察

経過
観察

経過
観察

施工中・直後
の調査

手直し結果
の確認

時間
目標達成
の再確認

基本となるモニタリング時期における評価

補足的なモニタリングによる評価

当面の実施目標

◆礫河原再生の管理幅において、Ｈ１７年のシフティングモザイクを基準に考えて礫河原の保全・更新・再生を図る。

◆礫河原依存種の生息・生育・繁殖状況の保全を図る。
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３．現況河道の課題と対応策（案）



p.10課題と対応策（案）
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H30年9月15日航空写真

H30年6月25日航空写真H28年8月4日航空写真

H28年10月11日航空写真

図-2 H30年6月放流による河道内変化状況図-1 H28年8月出水による河道内変化状況

H28年8月出水により礫河原が増加

樹林拡大域
(砂州上樹木の成長や流木からの萌芽等)H30年9月までに樹林が拡大した区域

◆H28年8月出水により礫河原が増加したが、残存樹木の成長及び流木からの萌芽等により、H30年9月までに一部区域で樹林が拡大。

◆このような区間は、萌芽の進行等による早期の再樹林化が懸念されるため、流路引き込みにより撹乱を促し、礫河原の維持・保全を図る。

◆Ｌ工区上流のKP29.8付近では流木からの萌芽等が見られる（図-2）。KP27.6～29.2に連続設置したＪ・Ｋ・Ｌ工区直上流のKP29.8右岸を

Ｎ工区として流路引込を実施し、連続する複列流路の形成による礫河原の維持・再生に取り組む。

200m

H29年度設置
Ｌ工区
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H28年度設置
Ｋ工区

H28年度設置
Ｊ工区

H30年度設置
Ｎ工区



p.11課題と対応策（案）
◆H30年度の調査により、次の①～④を把握した。①ヤナギ類実生は、ケショウヤナギを含め、水際部に多かった。②ただし、区間によって

は、比高差0.7m以上でも比較的多く確認された。③比高差1.0m以上の区域は疎らだが礫河原の大部分に実生が生育していた。④ケショウ

ヤナギは、急流、大粒径で礫河原が維持されているKP36～42における生育面積が最も大きかった。

◆今後は、ケショウヤナギ実生生育地の保全も考慮した流路引込を実施。（図-4）

流路引込の目的：(1)礫河原の維持・再生、(2)過度な側岸侵食区間における河道中央部への流路是正、(3)ケショウヤナギ実生の保全

図-3 現況河道のイメージ

平水時

出水時

河岸侵食

ケショウヤナギ実生も流亡

• 取り組み開始前より
礫河原は増加したが、
一部で流路の湾曲に
よる堤防方向への侵
食が発生。

• ヤナギ類の実生は水
際に密生しており、
出水により主流路沿
いのケショウヤナギ
実生も流亡。

図-4 流路引込後のイメージ

• 流路引込による礫河
原更新・再生、河道
中央部への流路是正
による堤防方向への
侵食軽減。

• 上記に加えケショウ
ヤナギ実生生育地の
保全も考慮

• 同生育地の掃流力低
下を図る方向への引
込により、生育地を
積極的に保全。

：引込掘削工区

侵食軽減

樹林化抑制､
礫河原再生

礫河原再生

河道中央部へ
の流路是正

侵食進行 樹林非撹乱

再樹林化

ケショウヤナギ実生の保全

礫河原

ヤナギ類実生生育

Ｊ
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Ｎ

樹木流亡、
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図-2 平常時水位からの比高差とケショウヤナギ実生生育面積の関係
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図-1 平常時水位からの比高差とヤナギ類実生生育面積の関係
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p.12
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設定した引き込み法線
堤防防護ライン
礫河原再生の管理幅
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引き込み掘削縦断図
引き込み法線縦断図

EL153.71m※2

SP245

A A’

敷幅10m

法勾配1：0.5 1：0.5

EL155.41m※2

SP432

図-2 Ｈ３０年Ｎ工区の引込み掘削縦断図※2 図-3 Ｎ工区の引込み掘削横断図※2

図-1 Ｈ３０年Ｎ工区の流路引込み掘削平面図（基図：平成30年9月15日航空写真）

※1：これまでの旧流路引込み掘削と同様の敷幅・法勾配とする。／※2：地盤高はH28年10月LPデータ使用。
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フシ

フシ

流路地形となっている区間

フシ直下流で礫河原内の
流路地形に接続するよう
に流路引き込みを実施

対応策① ケショウヤナギ実生の保全を考慮した流路引込【Ｈ３０年Ｎ工区】
◆H28年8月出水後に再樹林化傾向となっている区域への流路引込を実施し、礫河原の維持・再生を図る。（図-1）

◆縦断形は主流路から引込み先の河床高へすり付け、横断形は引込み流路の敷幅10m、法勾配1：0.5とする※1。（図-2，3）

Ｌ工区



p.13

現況河道(放流５回目ピーク流量時)

Ｎ工区引込河道(放流５回目ピーク流量時) 河道中央部へ
流路切替り

Ｌ工区の水深が現況河道より深い
すなわち現況河道より流入量が多い

Ｋ工区の水深は現況河道の方が深い
すなわち現況河道の方が流入量が多い

◆Ｎ工区引込河道の方がＬ工区への流入量が多いのは、Ｎ工区を通じてよりスムーズにＬ工区へ流入するようになった（Ｎ工区流路の下流端が

Ｌ工区流入部に位置した）ためと考えられる。

◆これによりＬ下流側の流向等が変化し、Ｋ下流側において河道中央部への流路切替りが生じ、右岸堤沿いの流れが緩和したと考えられる。

堤防沿い主流路の水深が
Ｎ工区引込河道より深い

Ｎ工区へ流入後
Ｌ工区へ流入

基図：H30年6月25日航空写真

基図：H30年6月25日航空写真

Ｊ工区 Ｋ工区 Ｌ工区

Ｊ工区 Ｋ工区 Ｌ工区

Ｎ工区

対応策① Ｎ工区引込前後の比較(フラッシュ放流５回実施による変化予測)



p.14対応策② 置砂による砂州発達と流路変動の促進

図-1 Ｈ３０年流路引込Ｎ工区とＨ３０年置砂Ｏ工区の位置関係

Ｈ３０年置砂Ｏ工区
Ｎ工区の流路引き込み掘削に
より発生した砂礫をＯ工区へ

運搬して置砂

50m
※砂州が発達していくと、やがて対岸が侵食され、流路が蛇行化して礫河原が再生すると期待される。

Ｈ３０年Ｎ工区
(流路引き込み)

◆Ｈ３０年Ｎ工区の流路引き込み掘削により発生する砂礫は、堤防に影響ない直線状流路への置砂による砂州発達、側岸侵食による流路蛇行

化の促進等に活用する。

◆Ｈ３０年Ｎ工区から発生した砂礫の置砂は、上流側の直線状流路KP30.6左岸のＨ３０年Ｏ工区とする。（図-1）

また、Ｈ２９年Ｌ工区掘削砂礫の置砂を実施したKP28.2左岸のＨ２９年Ｍ工区でも実施する。



p.15対応策③ 流木の天地返し及び立木の二段階断幹による再樹林化の防止

図-2 立木の二段階断幹のイメージ

胸高で断幹

①試験対象木を選定し、6月に
立木を胸高で断幹。

胸高

②断幹後の萌芽（栄養繁殖）を
確認（拡大図）

萌芽幹

③萌芽後、晩夏を目途に根元で
再断幹（拡大図）

根元で断幹

④胸高断幹後の萌芽により栄養
を使っているため、再度の栄
養繁殖はできず、枯死する。

◆これまでの現地試験結果を踏まえ、流木の天地返し及び立木の二段階断幹により再樹林化の防止を図る。

・流木の天地返し ：流木からの萌芽を確認した場合、幹を切断して天地返し、枯死させる。（図-1）

・立木の二段階断幹：流木からの萌芽等により形成された立木の胸高断幹を行い、萌芽後の根元再断幹により枯死させる。（図-2）

図-1 流木の天地返しのイメージ

流木からの萌芽状況写真

萌芽幹

不定根

①流木からの栄養
繁殖による不定根
及び萌芽幹の形成。

②萌芽幹が形成された
箇所を切断。

③天地返しにより不定
根を地表に露出させ
て乾燥。
一度目の不定根・萌
芽幹の形成により栄
養を使っているため、
再度の栄養繁殖はで
きず、枯死する。



４．モニタリング計画

帯広開発建設部

国土交通省
北海道開発局
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 中規模フラッシュ放流時のモニタリング計画 （p.17～26）
【目的】

現況の礫河原の効率的な保全、今後の礫河原再生に向けて、中規模フラッシュ放流時の流れの特性把握及び

放流による河道変化、樹木流亡箇所等を把握する。

【観測項目】

・水位観測 ・流量観測 ・河道内の変化状況 ・動植物の生息、生育調査

【効果検証】

放流による河道内変化の効果等を把握するため、対照区として戸蔦別川のモニタリング調査を実施する。

 中長期的な事業効果を把握するためのモニタリング計画 （p.27～30）
【目的】

中長期的に河道内の変化を把握する。

【観測項目】

・礫河原再生状況 ：航空写真判読等

・河道内の変化状況（更新システム） ：樹齢分布図作成等（シフティングモザイク）

・魚類・底生動物の生息環境変化 ：水域調査、魚類・底生動物調査

・河床付着物の剥離更新 ：河床付着物の現存量、種組成調査

・礫河原依存種の世代交代可能な河川環境：流木からの萌芽状況調査、チドリ類の個体数確認調査

平成３１年度のモニタリング計画 概 要



①中規模フラッシュ放流時のモニタリング計画（1/10） 概 要

（１）再樹林化傾向の礫河原への流路引き込み工区【H30Ｎ工区】

〇流木からの萌芽等により再樹林化傾向となっている礫河原への流路引込により、次の効果を検証。

・礫河原の維持・再生

・流路分岐による主流路の掃流力低減、そのことによる主流路沿いケショウヤナギ実生の保全

・Ｌ工区等と連続する複列流路形成による河道中央部での流路変動促進

（２）流路引込及び置砂による流路変動状況等のモニタリングを継続する工区

〇H29年Ｌ工区、H29年Ｌ対照区：礫河原の撹乱・更新、河道中央部への流路是正による側岸侵食軽減

効果を検証。

〇H29年Ｍ工区：置砂による砂州発達と対岸樹木の流亡、流路変動効果を検証。

〇H26年Ｇ、H27年Ｈ、H28年Ｊ、Ｋ工区：複列流路維持による礫河原の保全効果を検証。

〇H27年Ⅰ工区注：H30年フラッシュ放流により生じた流路切替後の流路変動状況を検証。

【モニタリングにおける着目点】

①河道内地形変化の把握

②侵食や樹木流亡等の状況把握

③主流路と旧流路の河床撹乱状況の把握

p.18



KP48.0

KP15.0

札 内
川

南帯橋
観測所

十 勝 川

第二大川橋
観測所

南札内観測所

戸蔦橋

札内川ダム
（KP58.1）

上札内橋観測所

KP20.0

Ｈ工区 KP25.4付近

大正橋

中島新橋

中札内橋

Ｊ工区 KP27.6付近
Ｍ工区 KP28.2付近
Ｋ工区 KP28.6付近

Ｇ工区 KP45.8付近

観測項目 観測方法 実施位置
放流前～中～後

凡例
前 中 後

水位観測
簡易水位計によ
る自記記録観測

1km毎 ・KP20.0～48.0 ○

流量観測 浮子測法

既設観測所

・南帯橋観測所
・第二大川橋観測所
・上札内橋観測所
・南札内観測所

○

戸蔦別川 ・戸蔦橋 ○

河道内地形変化、
侵食や樹木流亡
等の状況

航空写真撮影
・札内川KP15.0～48.0
・戸蔦別川直轄管理区間

○ ○

定点写真撮影 橋梁

・南帯橋
・第二大川橋
・大正橋
・中島新橋
・中札内橋
・上札内橋

○ ○ ○

定点写真撮影
横断測量

工区

・H27年Ｈ（KP25.4付近）
・H28年Ｊ（KP27.6付近）
・H29年Ｍ（KP28.2付近）
・H28年Ｋ（KP28.6付近）
・H29年Ｌ（KP29.2付近）
・H30年Ｎ（KP29.8付近）
・H27年Ｉ（KP32.0付近）
・H26年Ｇ（KP45.8付近）

○ ○

主流路と旧流路
の河床撹乱状況

河床材料調査

動植物の生息・
生育環境

魚類・底生動物
の捕獲調査

・H26年Ｇ工区(KP45.8付近)及びH27年Ｈ工区
(KP25.4付近)の主流路及び旧流路
・戸蔦別川直轄管理区間（主流路）

○ ○

戸蔦別川直轄管理区間

Ｌ工区 KP29.2付近
Ｎ工区 KP29.8付近

Ｉ工区 KP32.0付近

p.19①中規模フラッシュ放流時のモニタリング計画（2/10） 調査位置



Ｈ２９流路引き込みＬ工区（KP29.2）モニタリング位置図（基図：平成30年6月航空写真）

再樹林化傾向の礫河原への流路引き込み工区

◆目的 ：再樹林化傾向の礫河原への流路引き込みによる礫河原の維持・再生。

◆検証内容：流路引込と中規模フラッシュ放流による礫河原撹乱・更新、流路分岐による主流路沿いのケショウヤナギ実生保全効果検証。

観測項目 観測方法
放流前～中～後

凡例
前 中 後

河道内地形変化、
侵食や樹木流亡
等の状況

横断測量 ○ ○

定点写真撮影 ○ ○

主流路と旧流路
の河床撹乱状況

主流路及び引き込み流路沿いで
の河床材料調査

○ ○

水位観測 簡易水位計による自記記録観測※ ○

Ｈ３０流路引き込みＮ工区（KP29.8）モニタリング位置図（基図：平成30年9月航空写真）

フシ

Ｌ工区

Ｋ工区

N1

50m

K
P
2
9
.
6

p.20①中規模フラッシュ放流時のモニタリング計画（3/10）
Ｈ３０Ｎ工区流路引き込み
(KP29.8右岸）

礫河原への流路引き込みのイメージ

・既往のＪ・Ｋ・Ｌ工区の位置も考慮
した連続する複列流路の形成

Ｊ工区

Ｋ工区

Ｌ工区

・再樹林化傾向の礫河原への流路引込に
よる礫河原の維持・再生効果の検証

※全川でのモニタリング調査として概ね3km毎に設置する河川水位計による観測

Ｎ工区

Ｎ工区

N-1 N-2 N-3 N-4

N2

N4

N3
フシ N1

N2

引き込み箇所



Ｈ２９流路引き込みＬ工区（KP29.2）モニタリング位置図（基図：平成30年6月航空写真）

河道内の二極化による再樹林化等が懸念される礫河原への流路引き込み工区

◆目的 ：再生した礫河原の保全、現主流路湾曲外岸側の側岸侵食の軽減。

◆検証内容：流路引込と中規模フラッシュ放流による礫河原の撹乱・更新、比高差縮小及び河道中央部への流路是正効果検証。

観測項目 観測方法
放流前～中～後

凡例
前 中 後

河道内地形変化、
侵食や樹木流亡
等の状況

横断測量 ○ ○

定点写真撮影 ○ ○

主流路と旧流路
の河床撹乱状況

主流路及び引き込み流路沿いで
の河床材料調査

○ ○

水位観測 簡易水位計による自記記録観測※ ○

Ｈ２９流路引き込みＬ工区（KP29.2）モニタリング位置図（基図：平成30年9月航空写真）

p.21①中規模フラッシュ放流時のモニタリング計画（4/10）
Ｈ２９Ｌ工区流路引き込み
(KP29.2左岸）

※全川でのモニタリング調査として概ね3km毎に設置する河川水位計による観測

引き込み箇所

フシ

Ｌ工区

Ｋ工区
L-1

L-2

L-3

L-4

L1

L2

L1

L2

50m

K
P
2
9
.
6

L3

L4

L-5
L-6

Ｎ工区

フシ

礫河原への流路引き込みのイメージ

・比高差縮小及び河道中央部への流路是正
・既往のＪ・Ｋ工区の位置も考慮した連続
する複列流路の形成

Ｊ工区

Ｋ工区

Ｌ工区

・比高差縮小効果の検証
・河道中央部への流路是正による側岸侵食緩和効果の検証

Ｎ工区
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Ｈ２９置砂Ｍ工区（KP28.2）モニタリング位置図注）（基図：平成30年6月航空写真）

Ｈ２９置砂Ｍ工区（KP28.2）モニタリング位置図注）（基図：平成30年9月航空写真）
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Ｊ工区
Ｋ工区

置砂Ｍ工区

M1
砂州発達※イメージ

※砂州が発達していくと、やがて対岸が侵食され、
流路が蛇行化して礫河原が再生すると期待される。

観測項目 観測方法
放流前～中～後

凡例
前 中 後

放流による置砂の掃流状況 定点写真撮影 ○ ○ ○

放流による置砂の掃流・
堆積状況

横断測量 ○ ○

置砂の流下状況の追跡
（砂州発達への寄与）

着色礫追跡調査 ○

水位観測
簡易水位計による
自記記録観測※

○

置砂により砂州の発達を促す工区

◆目的 ：旧流路引き込みにより発生した砂礫を河道に還元（置砂）

◆検証内容：出水による置砂の掃流状況及び置砂下流区間における砂州発達状況検証。

砂州の発達

砂州の発達により、将来の流路蛇行化も期待

置砂

置砂による砂州発達イメージ

注）Ｊ・Ｋ工区におけるモニタリング位置も図示している。

p.22①中規模フラッシュ放流時のモニタリング計画（5/10）
Ｈ２９Ｍ工区置砂
(KP28.2左岸）

M1
M2

※全川でのモニタリング調査として概ね3km毎に設置する河川水位計による観測
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Ｈ２８Ｋ工区（KP28.6）モニタリング位置図注）（基図：平成30年6月航空写真）
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Ｋ工区

Ｈ２８Ｋ工区（KP28.6）モニタリング位置図注）（基図：平成30年9月航空写真）

K3

フシ・ハラの波長が変化したと考えられる工区

◆目的 ：今後の引き込み掘削実施時に着目すべきフシ・ハラの波長の把握。

◆検証内容：中規模フラッシュ放流による再生した複列流路への流入状況及び河床撹乱状況を把握し、放流による複列流路及び礫河原の
保全効果検証。

旧流路 H28引き込み箇所

観測項目 観測方法
放流前～中～後

凡例
前 中 後

河道内地形変化、
侵食や樹木流亡
等の状況

横断測量 ○ ○

定点写真撮影 ○ ○

主流路と旧流路
の河床撹乱状況

主流路及び引き込み流路沿いで
の河床材料調査

○ ○

水位観測 簡易水位計による自記記録観測※ ○

Ｊ工区

置砂Ｍ工区

注）Ｊ・Ｍ工区におけるモニタリング位置も図示している。

K-1

K-2

K-3

K-4

K-5

K-6

K2

K1

p.23①中規模フラッシュ放流時のモニタリング計画（6/10）
Ｈ２８Ｋ工区流路引き込み
(KP28.6右岸）

・旧流路の維持、撹乱効果の検証
・下流側の流路変動状況の検証

旧流路引き込み
イメージ

連続した複列流路の形成
を図る旧流路引き込み

Ｊ工区

Ｋ工区

※全川でのモニタリング調査として概ね3km毎に設置する河川水位計による観測
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Ｈ２８Ｊ工区（KP27.6）モニタリング位置図注）（基図：平成30年6月航空写真）
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Ｊ工区

Ｈ２８Ｊ工区（KP27.6）モニタリング位置図注）（基図：平成30年9月航空写真）

旧流路 H28引き込み箇所

J2
J2

J1

フシ・ハラの波長が変化したと考えられる工区

◆目的 ：今後の引き込み掘削実施時に着目すべきフシ・ハラの波長の把握。

◆検証内容：中規模フラッシュ放流による再生した複列流路への流入状況及び河床撹乱状況を把握し、放流による複列流路及び礫河原の
保全効果検証。

観測項目 観測方法
放流前～中～後

凡例
前 中 後

河道内地形変化、
侵食や樹木流亡
等の状況

横断測量 ○ ○

定点写真撮影 ○ ○

主流路と旧流路
の河床撹乱状況

主流路及び引き込み流路沿いで
の河床材料調査

○ ○

水位観測 簡易水位計による自記記録観測※ ○

Ｋ工区

置砂Ｍ工区

注）Ｋ・Ｍ工区におけるモニタリング位置も図示している。

J-1

J-2
J-3

J-4 J-5

p.24①中規模フラッシュ放流時のモニタリング計画（7/10）
Ｈ２８Ｊ工区旧流路引き込み
(KP27.6左岸）

・旧流路の維持、撹乱効果の検証
・下流側の流路変動状況の検証

旧流路引き込み
イメージ

連続した複列流路の形成
を図る旧流路引き込み

Ｊ工区

Ｋ工区

※全川でのモニタリング調査として概ね3km毎に設置する河川水位計による観測



Ｈ２７Ｉ工区（KP32.0）モニタリング位置図（基図：平成30年6月航空写真）

中
島
新
橋

50m

Ｈ２７Ｉ工区（KP32.0）モニタリング位置図（基図：平成30年9月航空写真）

H28年8月出水とH30年フラッシュ放流により流路変動を繰り返している工区

◆目的 ：流路変動の繰り返しによる礫河原保全効果把握。

◆検証内容：中規模フラッシュ放流による流路切替り状況の把握、放流による礫河原の保全効果検証。

H28年8月出水により流路が切替って主流路となり、
H30年フラッシュ放流により副流路に変化した流路

I1

I3

I2

I1

I2

H30年フラッシュ放流に
より主流路となった流路

I4※

※定点写真No.4は、中島新橋の上から上流方向の複列流路
の流れの状況を撮影

観測項目 観測方法
放流前～中～後

凡例
前 中 後

河道内地形変化、
侵食や樹木流亡
等の状況

横断測量 ○ ○

定点写真撮影 ○ ○

主流路と旧流路
の河床撹乱状況

主流路及び引き込み流路沿いで
の河床材料調査

○ ○

水位観測 簡易水位計による自記記録観測※ ○

I-1

I-2
I-3

p.25①中規模フラッシュ放流時のモニタリング計画（8/10）
Ｈ２７Ｉ工区置砂
(KP32.0右岸）

※全川でのモニタリング調査として概ね3km毎に設置する河川水位計による観測



H3

H4

1

4

3
4

6
5

7

8

9

Ｈ２７Ｈ工区（KP25.4）モニタリング位置図（基図：平成30年6月航空写真）

50m

H2
H2

H1※

大
正
橋

H1
H3

H4

複列流路が形成されて礫河原が再生した工区

◆目的 ：再生した複列流路及び礫河原の保全。

◆検証内容：中規模フラッシュ放流により、再生した複列流路への流入状況及び河床撹乱状況を把握し、放流による複列流路及び礫河原
の保全効果検証。

旧流路 H27引き込み箇所

Ｈ２７Ｈ工区（KP25.4）モニタリング位置図（基図：平成30年9月航空写真） ※定点写真No.1は、大正橋の上から上下流方向を撮影

観測項目 観測方法
放流前～中～後

凡例
前 中 後

河道内地形変化、
侵食や樹木流亡
等の状況

横断測量 ○ ○

定点写真撮影 ○ ○

主流路と旧流路
の河床撹乱状況

主流路及び引き込み流路沿いで
の河床材料調査

○ ○

魚類調査 投網等による捕獲 ○ ○

底生動物調査 サーバーネットによる定量採集 ○ ○

水位観測 簡易水位計による自記記録観測※ ○

H-1 H-2 H-3

p.26①中規模フラッシュ放流時のモニタリング計画（9/10）
Ｈ２７Ｈ工区旧流路引き込み
(KP25.4右岸）

旧流路

旧流路

ハラ ハラフシ

・河道変遷と河道縦断形から
フシの位置を推定

・フシ直下流で旧流路引き込
みを実施し、予測通り引
き込みが成功するか検証旧流路引き込みのイメージ

旧流路の維持、
撹乱効果の検証

下流側の流路変動
状況の検証

※全川でのモニタリング調査として概ね3km毎に設置する河川水位計による観測



Ｈ２６Ｇ工区（KP45.8）モニタリング位置図（基図：平成30年6月航空写真）

2

4

6

2

G3

G5 G1

50m

G2

G4

G3

以前の主流路

複列流路が形成されて礫河原が再生した工区

◆目的 ：再生した複列流路及び礫河原の保全。

◆検証内容：中規模フラッシュ放流による再生した複列流路への流入状況及び河床撹乱状況を把握し、放流による複列流路及び礫河原の
保全効果検証。

G2

G1

G-1 G-2

G-3

G-4

G4

G5

p.27①中規模フラッシュ放流時のモニタリング計画（10/10）
Ｈ２６Ｇ工区旧流路引き込み
(KP45.8右岸）

・河道変遷および現況の旧流路の線
形を考慮して旧流路引き込み。

・主流路との比高差縮小効果の検証。

旧流路の維持、
撹乱効果の検証。

旧流路

旧流路

下流側の流路変動
状況の検証。

旧流路引き込み
のイメージ

G-5

G-6

※KP45.0～45.8は雲障害区間のため、平成29年10月航空写真を使用Ｈ２６Ｇ工区（KP45.8）モニタリング位置図（基図：平成30年9月航空写真）

※全川でのモニタリング調査として概ね3km毎に設置する河川水位計による観測

観測項目 観測方法
放流前～中～後

凡例
前 中 後

河道内地形変化、
侵食や樹木流亡
等の状況

横断測量 ○ ○

定点写真撮影 ○ ○

主流路と旧流路
の河床撹乱状況

主流路及び引き込み流路沿いで
の河床材料調査

○ ○

魚類調査 投網等による捕獲 ○ ○

底生動物調査 サーバーネットによる定量採集 ○ ○

水位観測 簡易水位計による自記記録観測※ ○

旧流路 H26引き込み箇所魚類副流路調査範囲



②中長期的なモニタリング計画（1/4） 概 要

①礫河原再生状況の把握

・航空写真判読等による礫河原面積の把握

②河道内の変化状況（更新システム）の把握

・樹齢分布図の作成によるシフティングモザイク形成状況の把握

・魚類・底生動物調査による魚類等の生息場回復状況の把握

・河床付着物調査による河床付着物の剥離更新状況及び付着藻類の種組成の変化状況の把握

③礫河原依存種の世代交代可能な河川環境の把握

・流木からの萌芽状況調査による流木起源の樹林化影響の把握

・流木天地返しによる樹林化抑制効果の把握

・チドリ類の個体数調査によるチドリ類生息状況の把握

p.28



札 内
川

札内川ダム
（KP58.1）

KP48.0

KP15.0

十勝川

中長期的なモニタリング計画（平成28年度 札内川自然再生(礫河原再生)実施計画書(案)に既往調査実績を加筆）

上札内橋観測所

Ｈ２６年Ｇ工区(KP45.8)

南帯橋観測所

第二大川橋観測所

大正橋

Ｈ２７年Ｈ工区(KP25.4)

Ｈ２８年Ｊ工区(KP27.6)

Ｈ２８年Ｋ工区(KP28.6)

中札内橋

中島新橋

Ｈ２７年Ｉ工区(KP32.0)

※1：河川水辺の国勢調査として実施

項目 指標 実施位置 調査方法 凡例 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35

礫河原再生
状況

礫河原の
面積

・KP15.0～KP48.0

航空写真撮影、
写真判読

計画 ○ ○ ○ 〇 ○

実績 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇

植生図作成調査※1
計画 ○ ○

実績 ○

植生断面調査
計画 ○ ○ 〇 〇 ○

実績 ○ ○ ○ 〇

項目 指標 実施位置 調査方法 凡例 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35

河道内の
変化状況
（更新シス
テム）

流路変動
状況

・札内橋
・南帯橋
・第二大川橋
・上札内橋
・南札内

水位流量
観測※2

計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実績 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇

・南帯橋
・第二大川橋
・大正橋
・中島新橋
・中札内橋
・上札内橋

定点写真
撮影

計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実績 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇

・流路引き込み工区※3

Ｇ,Ｈ,Ｊ,Ｋ,L,N工区

・置砂工区※4

Ｉ,M工区

定点写真
撮影

計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実績 ○ ○ ○ ○ ○ 〇

横断
測量

計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実績 ○ ○ ○ ○ ○ 〇

河床材料
調査

計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実績 ○ ○ ○ ○ ○ 〇

※2：既設の水位・流量観測所での観測。
札内橋は水位観測のみ。

※3：旧流路引き込み工区を新設した場合は、
新設1～3年目は横断測量及び河床材料
調査も実施。今後のモニタリング箇所は、
H28.8出水後の河道状況を精査した上で
選定。

※4：置砂工区を新設した場合は、新設1～3年

目は横断測量も実施。

札内橋

南札内橋観測所

Ｈ２９年M工区(KP28.2)

Ｈ２９年Ｌ工区(KP29.2)

p.29②中長期的なモニタリング計画（2/4） 礫河原再生状況、河道内の変化状況

Ｈ３０年Ｎ工区(KP29.8)



KP48.0

KP15.0

札 内
川

大正橋

札内川ダム
（KP58.1）

B工区（KP38.6旧流路引き込み）

E工区（KP42.8旧流路引き込み）

上札内橋

D工区（KP41.4旧流路引き込み）

p.30

札内橋

G工区（KP45.8旧流路引き込み）

H工区（KP25.4旧流路
引き込み）

中長期的なモニタリング計画（平成28年度 札内川自然再生(礫河原再生)実施計画書(案)に既往調査実績を加筆）

南帯橋

十勝川

項目 指標 実施位置 調査方法 凡例 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35

河道内の
変化状況
（更新シ
ステム）

流路変動状況
・KP15.0
～KP48.0

航空写真撮影、
写真判読

計画 ○ ○ 〇 〇 ○

実績 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇

植生図作成
調査※1

計画 ○ ○

実績 ○

植生断面調査
計画 ○ ○ 〇 〇 ○

実績 ○ ○ ○ 〇

植物群落の種類、
各植物群落の面
積と全体に占め
る面積割合

・KP15.0
～KP48.0

植生図作成
調査※1

計画 ○ ○

実績 ○

樹齢分布
・KP15.0
～KP48.0

群落組成調査、
生長錐調査等※2

計画 ○ ○

実績 ○※3

魚類・底生動物
の生息環境変化

・旧流路引き込み
工区から選定

水域調査
（地域連携）※4

計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実績 ○ ○ ○ ○ ○ 〇

・H工区（KP25.4)
・G工区（KP45.8)

魚類・底生動物
調査

計画 ○ ○ 〇 〇 ○

実績 ○※1 ○ ○ ○ 〇

河床付着物の剥
離更新状況およ
び付着藻類の種
組成の変化状況

・南帯橋
・大正橋
・上札内橋

河床付着物の
現存量、種組成
調査※5

計画 ○ ○ ○

実績 ○ ○ ○ ○

ダム放流前後の
水質の変化状況

・札内橋
・南帯橋
・大正橋
・中札内橋

採水しての水質
分析（BOD、DO）

計画 ○ ○ 〇 ○

実績 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇

※1：河川水辺の国勢調査として実施。
※2：上記の調査により新たな群落組成を確認した場合
に実施する。

※3：H26年はKP25～48において調査を実施。
※4：懇談会と連携した調査、水国の結果も活用。
実施位置・内容については、懇談会における協議
結果を踏まえて選定。

※5：H24年の河床付着物調査地点で実施

②中長期的なモニタリング計画（3/4） 河道内の変化状況



札 内
川

上札内橋

p.31

上
流
区
間

KP20.4

KP33.4

KP42.0

中長期的なモニタリング計画（平成28年度 札内川自然再生(礫河原再生)実施計画書(案)に既往調査実績を加筆）

札内川ダム
（KP58.1）

南帯橋

項目 指標 実施位置 調査方法 凡例 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35

礫河原依
存種の世
代交代可
能な河川
環境

ケショウヤナギ
母樹・実生定
着・生長各ス
テージの保全
状況

・KP25.0～KP48.0

植生図作成調査※1
計画 ○ ○

実績 ○

群落組成調査、
生長錐調査等※2

計画 ○ ○

実績 ○

実生定着状況調査
計画 ○ 〇 〇 ○

実績 ○※3 ○※3 ○※3 ○※3 〇

礫河原依存種
の種数、繁殖
状況

・KP25.0～KP48.0

植物相調査※1
計画 ○ ○

実績 ○

鳥類調査
（スポットセンサス法)

計画 ○ ○ ○

実績 ○※5 ○※5 ○※5 ○ 〇

・南帯橋※4

・上札内橋※4
昆虫類調査※1

（任意採集法 等）
計画 ○ ○ ○

実績 ○

※1：河川水辺の国勢調査として実施。

※2：H26年のシフティングモザイク関連調査の継続調査とし

て実施。また、河道内の植生変化状況等を把握するた

めの植生断面調査もこの調査に含まれる。

※3：H24～H26はKP20.4、KP33.4、KP42.0、H27は任意地点
において調査実施。

※4：河川水辺の国勢調査地点。

※5：H25年は河川水辺の国勢調査、H26とH28はチドリ類の
みの調査。

②中長期的なモニタリング計画（4/4） 礫河原依存種の世代交代可能な河川環境


